
六
厩
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場
整
備
事
業
（
仮
称
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
対
す
る
意
見
及
び
事
業
者
の
見
解

委
員

会
前

の
書

面
に

よ
る

意
見

－
審

査
会

委
員

－

【
淺

野
委

員
】

専
門

分
野

：
動

物
（

哺
乳

類
）

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

1

6
-
3
5

調
査

手
法

動
物

調
査

手
法

（
動

物
）

に
お

い
て

、
夜

間
調

査
に

は
コ

ウ
モ

リ
の

生
息

確
認

調
査

は
含

み
ま

す
か

。
含

ま
れ

て
い

る
な

ら
具

体
的

な
方

法
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
含

ま
れ

て
い

な
い

よ
う

で
あ

れ
ば

、
追

加
す

る
べ

き
で

す
。

夜
間

調
査

に
コ

ウ
モ

リ
の

生
息

確
認

調
査

は
含

ん
で

お
り

ま
す

。
バ

ッ
ト

デ
ィ

テ
ク

タ
ー

に
よ

る
確

認
を

想
定

し
て

お
り

ま
す

。

【
伊

藤
健

吾
委

員
】

専
門

分
野

：
生

態
系

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

2

6
-
7

調
査

手
法

地
下

水
本

事
業

で
最

も
懸

念
さ

れ
る

の
は

、
下

流
域

へ
の

影
響

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
地

表
水

は
流

域
を

限
定

し
や

す
い

の
で

い
い

の
で

す
が

、
地

下
水

に
つ

い
て

は
地

表
の

集
水

域
内

の
み

で
い

い
の

か
が

気
に

な
り

ま
し

た
。

地
下

水
の

流
れ

を
読

み
解

く
の

は
非

常
に

困
難

で
す

が
、

尾
根

筋
を

超
え

た
地

点
に

お
い

て
も

数
カ

所
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

く
べ

き
か

な
と

感
じ

ま
し

た
。

当
該

地
は

、
深

成
岩

で
あ

る
花

崗
岩

が
分

布
す

る
地

域
で

あ
り

、
平

野
や

盆
地

、
火

山
地

域
の

よ
う

な
複

雑
な

地
下

水
流

れ
と

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。

全
国

の
花

崗
岩

中
の

主
な

地
下

水
流

れ
は

、
表

層
の

マ
サ

化
し

た
部

分
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

地
下

水
流

れ
に

影
響

す
る

表
層

の
マ

サ
土

の
分

布
を

方
法

書
の

図
6
.
6
-
2
に

示
す

箇
所

に
お

い
て

物
理

探
査

に
よ

り
把

握
し

、
水

文
地

質
地

表
踏

査
に

よ
り

、
地

下
水

流
れ

を
規

制
す

る
断

層
等

の
存

在
の

有
無

、
物

理
探

査
結

果
の

補
完

を
行

っ
た

上
で

、
図

6
.
6
-
1
に

示
す

地
点

で
地

下
水

を
観

測
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
地

質
状

況
を

基
に

３
次

元
モ

デ
ル

化
し

た
水

文
地

質
構

造
モ

デ
ル

を
用

い
て

、
地

下
水

観
測

結
果

を
同

定
し

、
地

下
水

流
れ

を
予

測
し

て
い

き
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

尾
根

を
超

え
た

地
点

で
、

さ
ら

に
数

カ
所

の
チ

ェ
ッ

ク
は

不
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

1

資料５



【
伊

藤
恭

博
委

員
】

専
門

分
野

：
動

物
（

鳥
類

）

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

3

2
-
4
8
雨
水
排
水
計
画

動
物

Ｕ
字

溝
は

小
動

物
に

と
っ

て
は

落
ち

た
ら

脱
出

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
ト

ラ
ッ

プ
に

な
る

が
、

脱
出

対
策

は
用

意
し

て
あ

り
ま

す
か

。
鳥

類
で

あ
れ

ば
ヤ

マ
ド

リ
等

の
多

く
の

種
類

の
雛

が
対

象
と

な
り

ま
す

。

ご
指

摘
の

内
容

に
留

意
し

、
調

査
を

進
め

ま
す

。
 
そ

の
結

果
を

考
慮

し
、

対
応

を
検

討
い

た
し

ま
す

。

4

2
-
6
2

3
-
3
0

緑
化

計
画

動
植

物
の

生
息

又
は

生
育

、
植

生
及

び
生

態
系

の
状

況

動
物

埋
め

立
て

終
了

後
に

緑
化

事
業

を
行

う
予

定
で

す
が

、
現

在
と

同
様

の
植

生
ま

で
に

復
旧

す
る

に
は

何
年

必
要

と
な

り
ま

す
か

。
鳥

類
に

は
樹

洞
を

必
ず

必
要

と
す

る
種

類
が

あ
り

ま
す

が
、

事
業

予
定

地
に

は
巨

木
ば

か
り

で
は

な
く

、
繁

殖
に

適
し

た
樹

洞
を

有
す

る
樹

木
の

確
認

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

オ
シ

ド
リ

、
ハ

リ
オ

ア
マ

ツ
バ

メ
、

フ
ク

ロ
ウ

類
、

ア
カ

シ
ョ

ウ
ビ

ン
、

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

、
カ

ラ
類

に
は

繁
殖

に
は

老
木

は
必

須
の

環
境

要
因

で
す

。

ご
指

摘
の

内
容

に
留

意
し

、
調

査
を

進
め

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ま
た

、
植

生
の

復
旧

に
か

か
る

年
数

は
明

言
で

き
ま

せ
ん

が
、

現
地

調
査

の
結

果
か

ら
緑

化
に

適
し

た
樹

種
を

選
定

す
る

な
ど

、
将

来
的

に
植

生
が

同
様

ま
た

は
類

似
し

た
環

境
に

な
る

よ
う

に
留

意
い

た
し

ま
す

。

5

3
-
3
3

貴
重

な
鳥

類
の

生
息

状
況

動
物

書
類

調
査

上
に

あ
る

鳥
類

に
つ

い
て

個
体

数
が

少
な

い
等

に
よ

り
特

に
注

目
す

る
種

類
は

次
の

と
お

り
で

す
。

ヤ
マ

ド
リ

、
ミ

ゾ
ゴ

イ
、

ハ
リ

オ
ア

マ
ツ

バ
メ

、
ツ

ミ
、

ハ
イ

タ
カ

、
オ

オ
タ

カ
、

イ
ヌ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

コ
ノ

ハ
ズ

ク
、

フ
ク

ロ
ウ

、
ア

オ
バ

ズ
ク

、
ア

カ
シ

ョ
ウ

ビ
ン

、
ヤ

マ
セ

ミ
、

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

、
ア

カ
モ

ズ
、

ノ
ジ

コ
特

に
ミ

ゾ
ゴ

イ
は

繁
殖

が
日

本
で

の
み

確
認

さ
れ

、
個

体
数

が
1
0
0
0
羽

を
下

回
る

と
も

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
ア

カ
シ

ョ
ウ

ビ
ン

と
共

に
個

体
数

が
少

な
く

、
沢

を
生

息
地

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
ク

マ
タ

カ
が

繁
殖

し
て

い
る

可
能

性
は

高
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

ご
指

摘
の

内
容

に
留

意
し

、
調

査
を

進
め

る
よ

う
検

討
い

た
し

ま
す

。

6

6
-
3
5

調
査

手
法

動
物

鳥
類

に
つ

い
て

夜
間

調
査

は
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

を
使

用
す

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

が
、

事
前

調
査

で
上

が
っ

て
い

る
貴

重
種

は
繁

殖
期

が
フ

ク
ロ

ウ
の

よ
う

に
2
月

か
ら

始
ま

る
種

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
夜

行
性

の
傾

向
が

強
い

ミ
ゾ

ゴ
イ

の
よ

う
に

日
本

に
渡

っ
て

き
て

番
を

形
成

す
る

と
直

ち
に

鳴
か

な
く

な
る

種
類

も
あ

る
の

で
、

回
数

を
多

く
し

て
綿

密
に

調
査

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

夜
間

調
査

に
お

い
て

は
、

I
C
レ

コ
ー

ダ
ー

使
用

し
て

調
査

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
ご

指
摘

の
内

容
に

留
意

し
、

調
査

を
進

め
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。

【
井

上
委

員
】

専
門

分
野

：
触

れ
合

い
活

動
の

場

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

7

3
-
4
0

貴
重

な
植

物
の

状
況

植
物

貴
重

な
植

物
の

状
況

の
参

考
文

献
の

中
に

「
岐

阜
県

植
物

誌
」

（
文

一
総

合
出

版
：

2
0
1
7
）

が
含

ま
れ

て
い

な
い

の
が

残
念

で
す

。
「

清
見

村
村

史
」

と
「

荘
川

村
村

史
」

が
参

考
文

献
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
ど

ち
ら

も
昭

和
５

０
年

と
５

１
年

に
出

版
さ

れ
た

も
の

で
、

今
か

ら
５

０
年

近
く

前
の

デ
ー

タ
で

あ
り

、
ほ

ぼ
参

考
に

な
り

ま
せ

ん
。

岐
阜

県
植

物
誌

調
査

会
が

約
2
0
年

間
調

査
し

て
、

標
本

を
も

と
に

集
大

成
し

た
「

岐
阜

県
植

物
誌

」
（

文
一

総
合

出
版

：
2
0
1
7
）

を
参

考
に

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。

ご
指

摘
の

文
献

に
つ

い
て

参
考

と
し

、
調

査
す

る
よ

う
に

し
、

準
備

書
に

お
い

て
参

考
文

献
に

加
え

、
加

筆
す

る
よ

う
に

い
た

し
ま

す
。

2



【
奥

村
委

員
】

専
門

分
野

：
公

害
全

般

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

8

5
-
3

「
水

質
・

底
質

・
地

下
水

」
の

項
目

で
、

環
境

影
響

要
因

と
し

て
工

作
物

等
の

存
在

を
除

外
し

て
い

る
点

水
質

工
作

物
等

の
存

在
（

最
終

処
分

場
の

存
在

）
に

伴
う

排
水

は
無

い
た

め
、

選
定

し
な

い
と

あ
り

ま
す

が
、

処
分

場
全

体
（

道
路

や
土

捨
て

場
、

仮
置

き
場

含
む

）
の

存
在

を
考

え
て

選
定

に
追

加
し

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
廃

棄
物

の
存

在
以

外
に

「
水

質
・

底
質

・
地

下
水

」
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

が
全

く
な

い
か

の
よ

う
な

印
象

を
受

け
て

し
ま

い
ま

す
。

工
事

の
実

施
中

（
対

象
時

期
：

土
地

の
改

変
に

よ
る

濁
水

流
出

が
最

大
と

な
る

時
期

）
だ

け
で

は
な

く
、

施
設

の
供

用
後

に
も

「
工

作
物

等
の

存
在

」
項

目
で

評
価

い
た

だ
く

と
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

「
工

作
物

等
の

存
在

(
道

路
、

土
捨

て
場

、
覆

土
仮

置
場

)
」

に
つ

い
て

も
環

境
影

響
評

価
の

中
で

検
討

い
た

し
ま

す
。

【
小

椋
委

員
】

専
門

分
野

：
動

物
（

魚
類

）

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

9

6
-
3
5

調
査

手
法

動
物

魚
類
に
関
し
て
は
調
査
当
日
の
季
節
や
水
量
に
よ
っ
て
採
集
種
類
や

個
体
数
が
変
化
し
ま
す
。
水
量
が
多
い
時
で
の
調
査
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
も
し
、
産
卵
場
所
が
あ
れ
ば
そ
の
時
期
の
調
査
が
必
要
で

す
。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

過
年

度
の

河
川

水
質

調
査

結
果

の
流

量
を

基
に

、
調

査
時

期
を

設
定

す
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。

3



【
高

井
委

員
】

専
門

分
野

：
動

物
（

昆
虫

）

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

1
0

2
-
1
3

施
設

配
置

計
画

平
面

図
事

業
計

画
当

該
施

設
の

す
ぐ

北
に

は
別

荘
地

で
あ

る
「

ケ
ベ

ッ
ク

の
森

」
が

位
置

し
て

お
り

、
特

に
ケ

ベ
ッ

ク
の

森
の

南
に

延
び

た
部

分
に

隣
接

し
て

、
土

捨
て

場
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

に
つ

い
て

「
ケ

ベ
ッ

ク
の

森
」

や
別

荘
の

所
有

者
の

了
解

は
得

ら
れ

て
い

る
の

か
知

り
た

い
で

す
。

了
解

は
得

ら
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
令

和
6
年

8
月

に
土

砂
災

害
レ

ッ
ド

ゾ
ー

ン
に

指
定

さ
れ

た
が

、
既

に
基

礎
調

査
は

終
了

し
、

事
業

計
画

書
を

提
出

し
ま

し
た

。
今

後
、

廃
掃

法
に

従
い

設
置

許
可

を
求

め
る

申
請

に
お

い
て

他
法

令
の

許
可

を
求

め
る

中
で

、
理

解
を

得
る

努
力

を
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
1

3
-
3
5

貴
重

な
昆

虫
類

の
生

息
状

況
動

物
誤

「
テ

ラ
ニ

シ
ケ

サ
ア

リ
」

→
正

「
テ

ラ
ニ

シ
ケ

ア
リ

」
ま

た
は

「
テ

ラ
ニ

シ
ク

サ
ア

リ
」

ど
ち

ら
の

和
名

も
同

じ
種

を
指

し
ま

す
。

準
備

書
に

お
い

て
修

正
い

た
し

ま
す

。

1
2

6
-
3
5

調
査

手
法

動
物

六
厩

地
区

は
よ

く
知

ら
れ

た
ギ

フ
チ

ョ
ウ

の
生

息
地

で
あ

り
、

特
に

湿
地

に
は

県
内

で
は

極
め

て
危

機
的

な
状

況
に

あ
る

ゴ
マ

シ
ジ

ミ
が

生
息

す
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
出

現
時

期
は

短
期

間
な

の
で

、
環

境
影

響
評

価
に

関
わ

る
調

査
に

お
い

て
は

、
出

現
時

期
を

外
さ

ず
十

分
な

調
査

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

当
地

で
の

ギ
フ

チ
ョ

ウ
の

出
現

期
は

年
に

よ
っ

て
変

動
が

あ
る

も
の

の
5
月

初
旬

～
中

旬
、

ゴ
マ

シ
ジ

ミ
は

8
月

中
旬

が
中

心
と

予
測

さ
れ

ま
す

（
た

だ
し

そ
の

年
の

気
温

等
に

よ
り

か
な

り
変

動
し

ま
す

）
の

で
、

昆
虫

の
調

査
時

期
と

し
て

は
、

こ
れ

ら
の

時
期

を
含

む
春

、
初

夏
、

夏
を

必
ず

含
め

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

昆
虫

類
の

調
査

は
早

春
季

、
春

季
、

初
夏

季
、

夏
季

、
秋

季
に

実
施

い
た

し
ま

す
。

上
記

に
加

え
て

ギ
フ

チ
ョ

ウ
の

調
査

を
5
月

初
旬

～
中

旬
頃

、
ゴ

マ
シ

ジ
ミ

の
調

査
を

8
月

中
旬

頃
に

実
施

い
た

し
ま

す
。

1
3

2
-
5
8

2
-
8
1

3
-
5
9

汚
水

排
水

計
画

水
質

汚
濁

防
止

対
策

河
川

及
び

湖
沼

の
利

用
並

び
に

地
下

水
の

利
用

の
状

況

水
質

「
方

法
書

」
の

記
述

で
は

、
汚

水
排

水
計

画
で

は
通

常
時

の
浸

出
水

処
理

計
画

が
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

河
川

水
・

地
下

水
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

は
、

上
水

道
給

水
状

況
に

つ
い

て
し

か
書

か
れ

て
い

ま
せ

ん
。

荘
川

町
内

の
水

源
は

、
当

該
処

分
場

の
下

流
に

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

白
川

村
（

及
び

恐
ら

く
富

山
県

内
の

一
部

）
の

水
源

は
庄

川
に

あ
り

、
処

分
場

か
ら

有
害

物
質

が
漏

出
し

た
場

合
に

は
流

入
す

る
可

能
性

を
否

定
で

き
な

ま
せ

ん
。

近
年

想
定

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

な
災

害
が

多
発

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ど

の
程

度
余

裕
が

あ
る

対
策

を
と

ら
れ

る
の

か
、

説
明

が
欲

し
い

で
す

。

排
出

水
に

つ
い

て
は

、
環

境
項

目
「

水
質

・
底

質
・

地
下

水
」

の
「

人
の

活
動

（
浸

出
液

処
理

水
の

排
水

）
」

で
、

こ
れ

か
ら

環
境

へ
の

影
響

を
予

測
し

、
評

価
し

て
参

り
ま

す
。

ご
指

摘
の

「
近

年
想

定
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
な

災
害

へ
の

対
応

」
に

つ
い

て
も

、
準

備
書

の
中

で
示

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

1
4

4
-
1

関
係

地
域

の
範

囲
事

業
計

画
関

係
地

域
に

つ
い

て
、

荘
川

町
、

清
見

町
の

２
町

と
あ

る
が

、
ネ

ッ
ト

上
で

検
索

し
た

と
こ

ろ
、

６
月

に
開

か
れ

た
地

元
説

明
会

に
は

、
白

川
村

や
富

山
の

住
県

な
ど

庄
川

流
域

民
も

参
加

さ
れ

た
と

あ
っ

た
。

私
の

調
べ

た
範

囲
で

は
、

参
加

し
た

県
議

会
議

員
、

市
会

議
員

の
ブ

ロ
グ

が
４

件
が

見
ら

れ
、

い
ず

れ
も

説
明

会
の

内
容

が
た

い
へ

ん
不

十
分

で
あ

っ
た

と
い

う
趣

旨
の

記
述

が
見

ら
れ

ま
す

。
地

域
住

民
の

理
解

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
て

お
ら

れ
る

の
か

お
聞

き
し

た
い

で
す

。

今
回

の
説

明
会

は
、

岐
阜

県
産

業
廃

棄
物

処
理

施
設

の
設

置
に

係
る

手
続

の
適

正
化

等
に

関
す

る
条

例
（

手
続

適
正

化
等

条
例

）
に

基
づ

く
事

業
計

画
に

関
す

る
説

明
会

と
、

岐
阜

県
環

境
影

響
評

価
条

例
（

ア
セ

ス
条

例
）

に
基

づ
く

方
法

書
説

明
会

と
を

、
合

わ
せ

て
実

施
し

た
も

の
で

す
。

ま
た

、
今

回
は

、
説

明
会

の
対

象
を

両
条

例
上

の
「

関
係

住
民

」
に

限
定

せ
ず

、
御

参
加

を
希

望
さ

れ
る

方
々

を
受

け
入

れ
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

今
回

の
説

明
会

は
、

ア
セ

ス
条

例
上

、
方

法
書

段
階

の
も

の
で

あ
っ

て
、

水
質

の
こ

と
や

地
盤

の
こ

と
な

ど
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
を

実
施

し
な

い
と

お
答

え
で

き
な

い
と

こ
ろ

も
あ

り
、

御
納

得
い

た
だ

け
な

い
点

も
あ

っ
た

か
と

思
い

ま
す

。
今

後
、

準
備

書
提

出
後

に
開

催
す

る
説

明
会

で
は

、
調

査
結

果
を

基
に

適
切

に
分

析
・

評
価

し
た

内
容

に
基

づ
き

、
詳

細
な

説
明

を
さ

せ
て

い
た

だ
こ

う
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
手

続
適

正
化

等
条

例
上

の
手

続
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

弊
社

と
し

て
、

事
業

計
画

に
関

す
る

意
見

書
の

御
提

出
に

つ
い

て
も

御
案

内
し

て
、

受
付

い
た

し
ま

し
た

。
今

後
、

主
な

御
意

見
に

つ
い

て
の

弊
社

の
見

解
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
で

公
表

す
る

と
と

も
に

、
提

出
者

の
方

々
に

個
別

に
回

答
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
本

事
業

計
画

に
つ

い
て

、
関

係
住

民
の

方
々

の
御

理
解

を
賜

れ
る

よ
う

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

4



【
竹

中
委

員
】

専
門

分
野

：
生

態
系

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

1
5

2
-
1

事
業

実
施

区
域

の
位

置
事

業
計

画
計

画
さ

れ
て

い
る

地
域

は
、

自
然

豊
か

な
森

林
域

で
あ

る
が

、
他

に
候

補
地

は
な

か
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
、

な
ぜ

六
厩

地
区

が
選

定
さ

れ
た

の
で

し
ょ

う
か

、
背

景
と

な
る

情
報

が
欲

し
い

で
す

。

当
該

地
へ

の
設

置
理

由
で

す
が

、
ま

ず
廃

棄
物

に
携

わ
る

企
業

と
し

て
、

最
終

処
分

場
の

必
要

性
を

強
く

認
識

し
、

将
来

の
廃

棄
物

処
理

の
未

来
を

考
え

設
置

を
計

画
い

た
し

ま
し

た
。

次
に

東
海

北
陸

自
動

車
道

I
C
に

近
く

、
国

道
1
5
8
号

線
沿

い
で

あ
り

、
本

社
及

び
取

引
先

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
も

良
く

、
交

通
の

便
に

優
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

富
山

県
内

で
の

候
補

地
を

数
十

か
所

検
討

し
ま

し
た

が
、

い
ず

れ
も

条
件

に
合

致
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
当

該
地

は
、

土
地

利
用

計
画

や
自

然
環

境
保

全
及

び
防

災
面

等
に

関
す

る
法

規
制

が
全

く
な

い
土

地
で

あ
っ

た
こ

と
。

地
権

者
の

方
に

最
終

処
分

場
の

必
要

性
と

当
該

地
建

設
に

対
す

る
ご

理
解

を
い

た
だ

い
た

こ
と

が
設

置
理

由
で

ご
ざ

い
ま

す
。

1
6

6
-
3
3

評
価

手
法

温
室

効
果

ガ
ス

候
補

地
は

森
林

で
あ

る
た

め
、

C
O
2
吸

収
の

場
で

す
。

そ
れ

を
失

う
こ

と
に

よ
る

岐
阜

県
に

お
け

る
カ

ー
ボ

ン
収

支
の

変
化

を
ど

こ
で

評
価

・
補

填
す

る
の

で
し

ょ
う

か
。

森
林

伐
採

の
影

響
を

含
め

た
予

測
・

評
価

と
い

た
し

ま
す

。
そ

の
結

果
を

考
慮

し
、

対
応

を
検

討
い

た
し

ま
す

。

1
7

6
-
7

調
査

手
法

水
質

「
水

質
・

底
質

・
地

下
水

の
調

査
」

に
お

い
て

、
問

題
が

注
目

さ
れ

つ
つ

あ
る

P
F
A
S
に

つ
い

て
も

行
う

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ご
指

摘
の

P
F
A
S
に

つ
い

て
は

、
現

行
で

環
境

基
準

に
設

定
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

現
行

基
準

に
基

づ
く

調
査

を
実

施
し

ま
す

。
但

し
、

法
制

化
・

手
法

が
定

ま
っ

た
場

合
に

は
実

施
い

た
し

ま
す

。

1
8

6
-
4
3

調
査

手
法

生
態

系
「

動
物

・
植

物
・

生
態

系
の

調
査

」
に

お
い

て
、

森
林

が
失

わ
れ

る
こ

と
に

よ
る

動
物

の
生

息
域

の
変

化
（

人
の

居
住

域
へ

の
影

響
）

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
調

査
区

域
を

広
く

し
て

お
き

、
農

業
へ

の
影

響
等

も
推

測
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

事
業

計
画

地
周

辺
の

調
査

を
基

本
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
調

査
を

進
め

な
が

ら
、

必
要

に
応

じ
て

検
討

す
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。

1
9

6
-
4
6

調
査

手
法

景
観

「
景

観
」

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

特
に

別
荘

地
で

あ
る

「
ケ

ベ
ッ

ク
の

森
」

の
別

荘
所

有
者

が
ど

う
考

え
る

か
は

、
ケ

ベ
ッ

ク
の

森
か

ら
の

景
観

だ
け

で
な

く
、

道
中

か
ら

の
景

色
、

所
有

し
て

い
る

別
荘

の
価

値
へ

の
影

響
ま

で
含

め
て

調
査

す
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

「
ケ

ベ
ッ

ク
の

森
」

へ
の

主
要

な
ア

ク
セ

ス
道

路
で

あ
る

国
道

1
5
8
号

か
ら

の
眺

望
変

化
に

つ
い

て
も

予
測

・
評

価
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
眺

望
景

観
の

変
化

に
よ

る
別

荘
の

価
値

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
定

量
的

な
手

法
が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

困
難

だ
と

考
え

ま
す

が
、

別
荘

の
利

用
状

況
の

変
化

に
つ

い
て

は
、

環
境

項
目

「
触

れ
合

い
活

動
の

場
」

の
中

で
定

性
的

に
予

測
・

評
価

い
た

し
ま

す
。

【
林

委
員

】
専

門
分

野
：

地
形

・
地

質

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

2
0

3
-
2
4

地
形

及
び

地
質

の
状

況
地

質
日

本
の

シ
ー

ム
レ

ス
地

質
図

に
よ

る
と

、
東

北
東

－
西

南
西

方
向

の
牧

ケ
洞

活
動

セ
グ

メ
ン

ト
（

右
横

ず
れ

断
層

、
0
.
7
m
/
千

年
）

が
建

設
予

定
域

を
通

り
、

周
辺

地
域

に
は

、
同

方
向

の
活

断
層

が
ほ

ぼ
3
K
m
幅

で
走

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

他
に

も
天

正
地

震
（

1
5
8
6
）

の
際

に
、

山
体

崩
壊

で
帰

り
雲

城
を

埋
め

た
北

西
－

南
西

方
向

の
三

尾
河

活
動

セ
グ

メ
ン

ト
（

左
横

ず
れ

断
層

、
0
.
5
m
/
千

年
）

が
あ

り
、

こ
れ

ら
の

地
震

対
応

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
考

え
、

ど
の

よ
う

な
対

策
を

取
る

の
か

、
教

え
て

下
さ

い
。

調
査

項
目

「
地

盤
」

の
中

で
検

討
し

、
準

備
書

段
階

で
、

ご
提

示
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
基

本
的

に
は

、
ご

指
摘

の
活

断
層

系
の

地
震

動
に

つ
い

て
検

討
す

る
予

定
で

す
。

2
1

2
-
6
4

防
災

計
画

防
災

対
策

　
最

近
多

発
す

る
5
0
年

に
一

度
、

あ
る

い
は

数
1
0
0
年

に
一

度
の

集
中

豪
雨

に
対

し
て

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
考

え
て

い
る

の
か

、
教

え
て

下
さ

い
。

関
係

法
令

（
国

・
岐

阜
県

）
及

び
各

種
基

準
に

整
合

し
た

確
率

年
に

従
い

設
計

し
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

近
年

多
発

し
て

い
る

線
状

降
水

帯
な

ど
に

よ
る

集
中

豪
雨

に
対

し
て

、
他

の
地

域
に

存
在

す
る

同
様

の
基

準
で

建
設

さ
れ

て
い

る
産

業
廃

棄
物

最
終

処
分

場
で

は
、

浸
出

水
が

豪
雨

に
よ

り
、

あ
ふ

れ
る

事
象

等
は

確
認

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
健

全
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
こ

と
で

対
応

で
き

る
と

判
断

し
て

い
ま

す
が

、
準

備
書

に
よ

り
、

こ
う

し
た

集
中

豪
雨

へ
の

分
析

・
評

価
も

再
度

行
う

予
定

で
す

。

5



【
虫

賀
委

員
】

専
門

分
野

：
文

化
財

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

2
2

5
-
5

環
境

影
響

評
価

項
目

の
選

定
、

除
外

理
由

文
化

財
事

業
予

定
地

付
近

に
は

県
指

定
文

化
財

1
件

、
市

町
村

指
定

文
化

財
が

6
件

が
あ

り
ま

す
が

、
事

業
者

の
提

案
の

と
お

り
、

環
境

影
響

評
価

か
ら

除
外

す
る

方
向

で
そ

の
理

由
も

含
め

て
問

題
な

い
と

考
え

ま
す

。
市

町
村

指
定

の
文

化
財

に
つ

い
て

は
、

高
山

市
の

文
化

財
担

当
部

局
に

も
ご

確
認

を
お

願
い

し
ま

す
。

ま
た

、
出

土
さ

れ
て

い
な

い
埋

蔵
文

化
財

が
あ

る
可

能
性

も
あ

る
た

め
、

文
化

伝
承

課
と

意
見

交
換

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

、
事

業
予

定
地

に
は

「
周

知
の

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

」
は

発
見

さ
れ

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
の

で
問

題
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

今
後

、
事

業
を

進
め

る
中

で
土

器
等

の
遺

物
が

発
見

さ
れ

た
場

合
は

高
山

市
の

文
化

財
担

当
部

局
に

ご
連

絡
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

高
山

市
の

文
化

財
担

当
部

局
に

確
認

し
な

が
ら

進
め

る
よ

う
に

い
た

し
ま

す
。

【
吉

永
委

員
】

専
門

分
野

：
建

築

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

2
3

2
-
6
4

防
災

計
画

防
災

対
策

ア
セ

ス
の

方
法

と
い

う
よ

り
も

、
施

設
計

画
そ

の
も

の
に

つ
い

て
で

す
が

、
一

点
質

問
が

あ
り

ま
す

。
集

中
（

か
つ

継
続

す
る

）
豪

雨
へ

の
対

策
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
要

約
書

2
-
2
9
ペ

ー
ジ

に
は

、
洪

水
調

整
池

A
・

B
の

設
計

方
針

に
つ

い
て

記
載

が
あ

り
、

岐
阜

県
の

「
林

地
開

発
許

可
申

請
の

手
引

き
」

に
基

づ
く

、
と

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
雨

水
の

流
出

対
応

と
、

雨
水

に
浸

出
水

が
含

ま
れ

る
場

合
の

対
応

と
で

は
、

当
然

な
が

ら
後

者
の

ほ
う

が
厳

し
い

条
件

を
想

定
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

降
水

量
に

関
し

て
は

、
国

・
県

の
法

令
及

び
基

準
に

従
い

降
雨

強
度

を
基

本
と

し
て

設
計

し
て

あ
り

ま
す

。
ご

指
摘

の
雨

水
に

浸
出

水
が

含
ま

れ
る

こ
と

は
無

く
、

浸
出

水
は

水
処

理
施

設
で

処
理

し
放

流
す

る
こ

と
か

ら
、

処
理

水
は

水
質

汚
濁

防
止

法
の

排
水

基
準

以
下

の
安

全
な

水
と

考
え

て
い

ま
す

。

6



委
員

会
前

の
書

面
に

よ
る

意
見

－
県

関
係

課
－

【
環

境
管

理
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

2
4

地
盤

一
部

で
も

５
０

ｃ
ｍ

以
上

掘
削

し
、

か
つ

掘
削

と
盛

土
の

合
計

面
積

が
３

，
０

０
０

㎡
以

上
で

あ
れ

ば
、

工
事

に
着

手
す

る
３

０
日

前
ま

で
に

「
一

定
規

模
以

上
の

土
地

の
形

質
変

更
届

」
を

提
出

す
る

こ
と

。

廃
掃

法
上

の
設

置
許

可
を

得
た

後
工

事
着

手
3
0
日

前
ま

で
に

土
地

の
形

質
変

更
届

を
提

出
い

た
し

ま
す

。

2
5

地
盤

埋
立

て
等

を
行

う
区

域
以

外
に

お
い

て
採

取
又

は
製

造
が

お
こ

な
わ

れ
た

土
砂

等
に

よ
る

埋
立

て
で

あ
っ

て
、

そ
の

区
域

の
面

積
が

３
，

０
０

０
㎡

以
上

に
な

る
場

合
は

、
あ

ら
か

じ
め

知
事

の
許

可
を

得
る

こ
と

（
た

だ
し

、
岐

阜
県

埋
め

立
て

等
の

規
制

に
関

す
る

条
例

施
行

規
則

第
５

条
第

２
項

第
６

号
に

掲
げ

る
埋

立
て

等
で

あ
る

場
合

は
除

く
）

。

岐
阜

県
埋

め
立

て
等

の
規

制
に

関
す

る
条

例
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

事
業

区
域

外
の

残
土

置
き

場
と

し
て

は
使

用
し

ま
せ

ん
。

覆
土

置
場

・
残

土
置

場
の

土
砂

は
事

業
区

域
内

の
土

砂
で

、
他

の
土

砂
は

持
ち

込
ま

な
い

。
条

例
に

は
抵

触
し

な
い

と
判

断
し

ま
す

が
、

今
後

、
環

境
管

理
課

と
の

協
議

を
お

こ
な

い
ま

す
。

2
6

2
-
5
5

図
2
.
4
.
7
-
6

水
質

図
中

「
洗

車
設

備
」

に
つ

い
て

、
自

動
式

車
両

洗
浄

施
設

を
設

置
す

る
場

合
は

、
設

置
工

事
着

手
の

６
０

日
前

ま
で

に
、

水
質

汚
濁

防
止

法
の

特
定

施
設

の
設

置
届

を
飛

騨
県

事
務

所
環

境
課

へ
提

出
す

る
こ

と
。

自
動

洗
車

設
備

は
、

設
置

予
定

は
あ

り
ま

せ
ん

。
高

圧
洗

浄
設

備
に

よ
る

手
洗

い
洗

車
と

し
て

い
ま

す
。

一
方

洗
浄

水
は

全
て

最
終

処
分

場
内

へ
排

水
し

て
、

水
処

理
施

設
を

経
由

し
て

放
流

い
た

し
ま

す
。

2
7

(
4
)
(
イ

)
滲

出
水

処
理

施
設

の
表

中
「

重
金

属
」

の
「

放
流

水
質

」

水
質

岐
阜

県
水

質
汚

濁
防

止
法

に
基

づ
く

排
水

基
準

を
定

め
る

条
例

の
排

水
基

準
値

以
下

と
あ

る
が

、
「

水
質

汚
濁

防
止

法
の

排
水

基
準

値
以

下
」

と
の

記
載

誤
り

で
は

な
い

か
確

認
す

る
こ

と
。

岐
阜

県
は

、
「

水
質

汚
濁

防
止

法
に

基
づ

く
排

水
基

準
を

定
め

る
条

例
」

に
お

い
て

、
庄

川
水

域
の

重
金

属
の

排
水

基
準

を
定

め
て

い
な

い
。

ご
指

摘
の

通
り

、
水

質
汚

濁
防

止
法

の
排

水
基

準
値

以
下

の
誤

り
で

す
。

訂
正

い
た

し
ま

す
。

2
8

「
そ

の
他

」
の

「
放

流
水

質
」

水
質

「
水

質
汚

濁
防

止
法

の
排

水
基

準
値

以
下

」
の

こ
と

を
指

し
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

基
準

値
の

前
に

「
排

水
」

を
追

記
し

、
何

の
基

準
か

明
ら

か
に

す
る

こ
と

。

ご
指

摘
の

通
り

排
水

基
準

値
と

い
た

し
ま

す
。

2
9
3
-
6
6

表
3
.
2
.
7
-
3
(
1
)

大
気

質
N
O
x
（

p
p
m
）

の
排

出
基

準
値

に
誤

り
が

あ
る

た
め

、
確

認
す

る
こ

と
。

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

誤
り

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
準

備
書

に
お

い
て

修
正

い
た

し
ま

す
。

3
0
3
-
7
6

表
3
.
2
.
7
-
1
6
(
1
)

水
質

環
境

基
準

に
つ

い
て

、
大

腸
菌

群
数

は
大

腸
菌

数
に

改
正

さ
れ

て
い

る
の

で
確

認
す

る
こ

と
。

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

誤
り

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
準

備
書

に
お

い
て

修
正

い
た

し
ま

す
。

3
1
3
-
7
9

表
3
.
2
.
7
-
1
9
(
1
)

水
質

排
水

基
準

は
許

容
限

度
と

す
る

こ
と

。
六

価
ク

ロ
ム

の
許

容
限

度
に

誤
り

が
あ

る
た

め
確

認
す

る
こ

と
。

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

誤
り

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
準

備
書

に
お

い
て

修
正

い
た

し
ま

す
。

3
2

6
-
1

～ 6
-
6
，

6
-
3
0

～ 6
-
3
1

大
気

質
の

予
測

・
評

価
手

法
悪

臭
の

予
測

・
評

価
手

法

大
気

質
大

気
質

、
悪

臭
の

予
測

・
評

価
に

当
た

っ
て

は
、

対
象

事
業

実
施

区
域

周
辺

に
お

け
る

気
象

の
状

況
、

地
形

等
を

適
切

に
反

映
さ

れ
た

い
。

地
形

の
状

況
を

考
慮

し
た

予
測

・
評

価
を

実
施

す
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。

表
2
.
4
.
2
-
1
「

開
発

の
面

積
」

、
「

土
工

量
」

土
地

利
用

計
画

平
面

図
等

2
-
3

～ 2
-
5

2
-
5
8

7



【
廃

棄
物

対
策

課
】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

3
3

全
般

最
終

処
分

場
の

環
境

影
響

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
「

廃
棄

物
処

理
施

設
生

活
環

境
影

響
調

査
指

針
（

平
成

1
8
年

9
月

 
環

境
省

大
臣

官
房

廃
棄

物
・

リ
サ

イ
ク

ル
対

策
部

）
」

を
踏

ま
え

て
実

施
す

る
こ

と
。

「
廃

棄
物

処
理

施
設

生
活

環
境

影
響

調
査

指
針

（
平

成
1
8
年

9
月

 
環

境
省

大
臣

官
房

廃
棄

物
・

リ
サ

イ
ク

ル
対

策
部

）
」

を
踏

ま
え

た
調

査
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。

3
4

2
-
6
1

2
.
4
.
1
1
　

廃
棄

物
処

理
計

画
廃

棄
物

「
当

該
工

事
に

伴
い

生
じ

る
伐

採
木

は
、

全
て

計
画

地
内

で
破

砕
チ

ッ
プ

化
を

施
し

法
面

緑
化

植
生

工
に

用
い

る
。

」
と

あ
る

が
、

次
の

点
に

留
意

す
る

こ
と

。
・

伐
採

木
を

全
量

利
用

で
き

ず
、

木
く

ず
を

廃
棄

物
と

し
て

処
理

す
る

場
合

に
は

、
廃

棄
物

処
理

法
に

基
づ

い
て

適
正

に
処

理
す

る
こ

と
。

・
木

く
ず

の
破

砕
施

設
の

設
置

に
伴

う
騒

音
や

振
動

等
に

つ
い

て
、

環
境

影
響

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
。

全
量

チ
ッ

プ
化

を
検

討
し

て
お

り
ま

す
が

、
廃

棄
物

と
す

る
場

合
は

、
廃

掃
法

に
従

い
手

続
き

を
お

こ
な

い
ま

す
。

木
く

ず
の

破
砕

設
備

の
騒

音
・

振
動

に
つ

い
て

は
、

環
境

項
目

の
「

騒
音

」
「

振
動

」
の

中
で

予
測

評
価

を
行

い
ま

す
。

3
5

5
-
2

表
5
.
2
-
1
　

本
事

業
で

環
境

へ
の

影
響

を
評

価
す

る
項

目
の

選
定

廃
棄

物
「

環
境

影
響

要
因

：
浸

出
液

処
理

施
設

の
稼

働
」

に
お

い
て

、
浸

出
液

処
理

施
設

の
稼

働
に

よ
り

汚
泥

が
発

生
す

る
た

め
、

評
価

項
目

と
し

て
廃

棄
物

を
選

定
す

る
こ

と
。

環
境

項
目

「
廃

棄
物

」
の

「
人

の
活

動
(
浸

出
液

処
理

施
設

の
稼

働
)
」

と
し

て
、

評
価

い
た

し
ま

す
。

3
6

5
-
4

6
-
3
2

表
5
.
3
-
1
(
2
)
　

環
境

影
響

評
価

項
目

の
選

定
、

除
外

理
由

表
6
.
8
-
1
　

調
査

手
法

（
廃

棄
物

）
表

6
.
8
-
2
　

予
測

手
法

、
評

価
手

法
等

（
廃

棄
物

）

廃
棄

物
工

事
中

に
濁

水
処

理
施

設
を

設
置

す
る

場
合

は
、

濁
水

処
理

施
設

の
稼

働
に

よ
り

発
生

す
る

汚
泥

に
つ

い
て

も
考

慮
す

る
こ

と
。

工
事

濁
水

な
ど

は
、

仮
設

沈
砂

・
沈

殿
設

備
を

設
け

、
発

生
す

る
汚

泥
・

沈
砂

物
は

残
土

捨
て

場
に

お
い

て
乾

燥
及

び
改

良
を

し
て

残
土

と
混

合
し

て
対

応
い

た
し

ま
す

。

3
7

6
-
8

表
6
.
2
-
1
　

調
査

手
法

（
水

質
・

底
質

・
地

下
水

）

水
質

P
.
6
-
8
の

「
調

査
地

点
」

「
（

3
）

地
下

水
の

水
質

」
と

、
P
.
6
-
1
0

の
「

予
測

地
点

」
「

（
3
）

地
下

水
の

水
質

」
の

地
点

数
が

異
な

っ
て

い
る

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
。

既
往

の
調

査
結

果
が

2
地

点
あ

り
、

追
加

の
2
地

点
を

新
た

に
現

地
調

査
す

る
た

め
、

調
査

地
点

は
2
地

点
、

予
測

地
点

は
4
地

点
と

し
て

お
り

ま
す

。

3
8

6
-
1
0

表
6
.
2
-
2
　

予
測

手
法

、
評

価
手

法
等

（
水

質
・

底
質

・
地

下
水

）

水
質

P
.
6
-
1
0
の

「
環

境
影

響
要

因
」

の
内

容
が

P
.
6
-
7
、

6
-
8
、

6
-
9
と

異
な

っ
て

い
る

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
。

P
6
-
1
0
の

「
環

境
影

響
要

因
」

に
誤

植
が

あ
り

ま
し

た
の

で
、

準
備

書
に

お
い

て
修

正
い

た
し

ま
す

。

【
薬

務
水

道
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

3
9

3
-
5
9

3
.
2
.
3
 
河

川
及

び
湖

沼
の

利
用

並
び

に
地

下
水

の
利

用
の

状
況

(
3
)
地

下
水

の
利

用
の

状
況

地
下

水
「

概
況

調
査

地
域

に
お

け
る

地
下

水
の

利
用

状
況

に
関

す
る

統
計

は
な

い
。

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
岐

阜
県

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

る
「

岐
阜

県
に

お
け

る
水

道
の

概
況

（
令

和
４

年
度

版
）

」
に

お
い

て
、

ケ
ベ

ッ
ク

の
森

専
用

水
道

の
原

水
種

別
が

深
井

戸
と

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

水
道

法
に

よ
る

専
用

水
道

に
関

す
る

権
限

を
有

す
る

高
山

市
に

確
認

が
必

要
で

す
。

ケ
ベ

ッ
ク

の
森

専
用

水
道

・
深

井
戸

の
位

置
を

確
認

し
、

計
画

と
の

関
係

を
評

価
い

た
し

ま
す

。
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【
里

川
・

水
産

振
興

課
】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

4
0

3
-
5
9

表
3
.
2
.
3
-
1

河
川

表
中

の
漁

業
の

名
称

に
つ

い
て

、
内

共
３

８
号

及
び

４
１

号
に

お
い

て
は

「
ふ

な
」

は
含

ま
れ

な
い

。
準

備
書

に
お

い
て

修
正

い
た

し
ま

す
。

4
1

5
-
5

表
5
.
3
-
1
（

3
）

触
れ

合
い

活
動

の
場

人
の

活
動

に
お

い
て

生
態

系
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
、

触
れ

合
い

活
動

の
場

（
釣

り
）

に
お

い
て

も
影

響
は

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

触
れ

合
い

活
動

の
場

（
釣

り
）

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
「

最
終

処
分

場
の

存
在

」
に

お
い

て
評

価
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

4
2

6
-
4
4

表
6
.
1
3
-
1

触
れ

合
い

活
動

の
場

触
れ

合
い

活
動

の
場

の
調

査
に

つ
い

て
、

遊
漁

の
利

用
状

況
等

の
把

握
の

際
に

は
、

該
当

河
川

の
漁

業
権

者
で

あ
る

各
漁

業
協

同
組

合
に

必
ず

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
う

と
と

も
に

、
資

源
特

性
に

つ
い

て
も

ヒ
ア

リ
ン

グ
す

る
こ

と
。

準
備

書
作

成
の

段
階

で
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
お

こ
な

い
ま

す
。

【
森

林
保

全
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

4
3

5
-
3

5
.
3
環

境
影

響
評

価
項

目
の

選
定

・
除

外
理

由

地
質

荘
川

町
六

厩
地

区
に

存
在

す
る

活
断

層
「

牧
ケ

洞
断

層
」

に
つ

い
て

、
関

連
調

査
項

目
の

地
象

「
断

層
」

に
選

定
し

な
か

っ
た

理
由

を
追

記
す

る
こ

と
。

環
境

項
目

「
地

形
・

地
質

」
に

お
い

て
は

、
ご

指
摘

の
「

断
層

」
が

特
筆

す
べ

き
地

形
・

地
質

に
は

該
当

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

一
方

、
牧

ヶ
洞

断
層

の
地

震
動

に
よ

る
影

響
は

環
境

項
目

「
地

盤
」

の
中

で
、

地
震

に
よ

る
影

響
と

し
て

こ
れ

か
ら

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
以

上
の

内
容

が
分

か
る

よ
う

に
、

準
備

書
に

て
詳

細
な

記
述

を
い

た
し

ま
す

。

【
道

路
維

持
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

4
4

2
-
4
4

2
.
4
.
6
 
道

路
計

画
(
1
)
 
搬

入
経

路
搬

入
道

路
施

設
へ

の
搬

入
出

に
伴

い
(
国

)
1
5
8
号

か
ら

(
市

)
六

厩
5
号

線
へ

出
入

り
す

る
際

に
、

セ
ミ

ト
レ

ー
ラ

ー
が

安
全

に
出

入
り

で
き

る
か

確
認

の
上

、
必

要
に

応
じ

て
交

差
点

部
の

拡
幅

を
実

施
す

る
こ

と
。

東
海

北
陸

自
動

車
道

の
工

事
車

両
の

フ
ル

ト
レ

ー
ラ

ー
の

出
入

り
を

確
認

し
て

お
り

、
搬

入
に

は
支

障
な

い
と

判
断

し
て

お
り

ま
す

。

4
5

3
-
6
1

3
.
2
.
4
 
交

通
の

状
況

(
1
)
 
道

路
の

状
況

搬
入

道
路

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

は
令

和
3
年

度
の

デ
ー

タ
が

公
表

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

準
備

書
に

お
い

て
最

新
の

デ
ー

タ
に

修
正

い
た

し
ま

す
。
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【
河

川
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

4
6

2
-
5
2

ピ
ー

ク
流

量
2
3
.
9
6
m
3
/
s
を

放
流

先
狭

小
部

の
流

下
能

力
3
.
6
3
2
m
3
/
s
に

調
整

す
る

。

河
川

ピ
ー

ク
流

量
、

放
流

先
狭

小
部

の
流

下
能

力
の

算
出

根
拠

を
示

し
て

く
だ

さ
い

。

4
7

2
-
5
6

A
池

の
構

造
概

念
図

必
要

調
整

容
量

V
=
7
7
,
9
0
0
m
3

堆
砂

容
量

V
=
4
,
3
0
0
m
3

B
池

の
構

造
概

念
図

必
要

調
整

容
量

V
=
3
7
,
1
0
0
m
3

堆
砂

容
量

V
=
2
,
6
0
0
m
3

調
整

池
A
及

び
B
池

の
必

要
調

整
容

量
、

堆
砂

容
量

の
算

出
根

拠
を

示
し

て
く

だ
さ

い
。

4
8

2
-
5
9

沈
砂

地
か

ら
六

厩
川

へ
放

流
河

川
河

川
管

理
者

と
放

流
箇

所
の

協
議

を
し

て
く

だ
さ

い
。

（
協

議
済

の
場

合
は

不
要

）
弊

社
所

有
地

の
水

路
に

放
流

い
た

し
ま

す
。

普
通

河
川

範
囲

外
で

在
り

、
下

流
河

川
の

管
理

者
（

市
）

と
協

議
し

て
お

り
ま

す
が

、
今

後
廃

掃
法

上
の

設
置

許
可

申
請

時
に

他
法

令
の

許
可

及
び

申
請

を
行

う
こ

と
と

な
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

4
9

2
-
6
4

管
理

事
務

所
付

近
の

開
発

行
為

に
伴

う
流

出
量

増
加

は
、

当
該

流
域

に
占

め
る

流
出

流
出

量
増

加
率

が
、

1
.
0
％

未
満

と
な

る
た

め
、

林
地

開
発

許
可

審
査

基
準

、
第

２
の

４
、

細
則

１
４

(
１

)
に

基
づ

き
、

洪
水

調
整

池
を

設
置

す
る

必
要

に
当

た
ら

な
い

。

調
整

池
洪

水
調

整
池

の
設

置
の

必
要

性
に

つ
い

て
、

許
可

権
者

で
あ

る
高

山
市

に
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

洪
水

調
整

池
設

置
の

必
要

性
に

つ
い

て
は

、
岐

阜
県

農
政

部
飛

騨
農

林
事

務
所

・
森

林
保

全
課

に
確

認
し

、
森

林
法

に
基

づ
く

林
地

開
発

許
可

申
請

書
の

手
引

き
に

よ
り

、
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

5
0

5
-
3

「
水

質
・

底
質

・
地

下
水

」
、

工
作

物
等

の
存

在
に

伴
う

排
水

は
な

い
た

め
、

選
定

し
な

い
。

水
質

管
理

棟
か

ら
の

排
水

は
、

「
工

作
物

等
の

存
在

に
伴

う
排

水
」

に
該

当
し

な
い

で
し

ょ
う

か
。

管
理

棟
か

ら
の

排
水

は
浄

化
槽

に
よ

り
適

切
に

処
理

し
排

水
す

る
た

め
「

工
作

物
等

の
存

在
に

伴
う

排
水

」
と

し
て

選
定

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

5
1

6
-
7

「
水

質
・

底
質

・
地

下
水

」
の

現
地

調
査

水
質

現
地

調
査

で
、

基
準

値
を

超
過

し
た

場
合

は
、

河
川

管
理

者
へ

報
告

し
て

く
だ

さ
い

。
報

告
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

算
定

根
拠

は
、

事
業

計
画

書
,
添

付
書

類
3
,
6
)
流

水
流

量
計

算
書

,
(
4
)
下

流
河

川
調

査
及

び
(
5
)
洪

水
調

整
池

の
検

討
の

項
に

記
載

の
と

お
り

で
あ

り
、

河
川

管
理

者
で

あ
る

高
山

市
か

ら
河

川
狭

小
部

の
選

定
に

対
す

る
同

意
を

得
て

(
令

和
3
年

4
月

2
7
日

)
、

算
定

し
て

い
ま

す
。

(
資

料
別

紙
添

付
)
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【
砂

防
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

5
2

2
-
1
1

2
.
4
.
4
 
施

設
設

置
計

画
の

概
要

地
盤

当
該
事
業
に
よ
り
計
画
さ
れ
る
埋
立
地
、
土
捨
場
、
覆
土
仮
置
場
の
下

流
に
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
に
お
い
て
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
に
指
定
予
定
の
区
域
が
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
や
高

山
市
な
ど
関
係
者
と
十
分
協
議
し
、
理
解
を
得
た
上
で
事
業
実
施
に
あ

た
っ
て
く
だ
さ
い
。
(別
紙
図
参
照
）

今
後

、
廃

掃
法

上
の

設
置

許
可

と
同

時
に

関
係

法
令

の
手

続
き

の
段

階
で

、
協

議
を

お
こ

な
い

ま
す

。

【
建

築
指

導
課

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

5
3

3
-
2
1

地
盤

の
状

況
地

盤
＜

宅
地

造
成

及
び

特
定

盛
土

等
規

制
法

＞
・

令
和

５
年

５
月

に
施

行
さ

れ
た

宅
地

造
成

及
び

特
定

盛
土

等
規

制
法

に
基

づ
く

規
制

区
域

に
新

た
に

指
定

さ
れ

た
場

合
は

、
必

要
に

応
じ

て
手

続
き

を
行

う
こ

と
。

許
可

を
要

す
る

場
合

に
は

、
同

法
第

１
３

条
及

び
第

３
１

条
に

基
づ

く
技

術
的

基
準

等
に

適
合

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

当
該

計
画

は
、

宅
地

造
成

及
び

特
定

盛
土

等
規

制
法

制
定

以
前

の
計

画
で

す
が

、
当

該
法

令
の

制
定

に
配

慮
し

た
設

計
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
但

し
、

今
後

、
廃

掃
法

の
設

置
許

可
申

請
に

合
わ

せ
て

他
法

令
の

検
討

・
説

明
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

【
水

資
源

課
】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

5
4

目
次

3
.
1
.
2
(
3
)
地

下
水

の
状

況
・

P
3
-
1
4
に

は
「

(
3
)
地

下
水

水
質

の
状

況
」

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
項

目
名

が
整

合
し

て
い

ま
せ

ん
。

準
備

書
に

お
い

て
整

合
い

た
し

ま
す

。

【
飛

騨
県

事
務

所
①

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

5
5

6
-
2

6
.
1
大

気
質

調
査

方
法

(
3
)
地

上
気

象
(
風

向
、

風
速

)

大
気

質
・

資
料

調
査

の
み

で
現

地
調

査
が

な
い

た
め

、
デ

ー
タ

を
取

得
、

分
析

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

理
由

)
岐

阜
県

環
境

影
響

評
価

技
術

指
針

で
は

、
大

気
質

の
調

査
方

法
で

現
地

調
査

を
求

め
て

い
ま

す
。

当
事

業
の

計
画

地
は

、
山

腹
の

谷
間

、
複

雑
で

高
低

差
や

寒
暖

差
の

あ
る

地
で

あ
り

、
長

期
間

の
埋

め
立

て
処

分
場

と
し

て
活

動
す

る
際

に
、

埋
め

立
て

、
機

械
の

稼
働

、
車

両
の

運
行

等
か

ら
、

大
気

に
放

出
さ

れ
る

二
酸

化
硫

黄
、

二
酸

化
窒

素
、

浮
遊

粒
子

状
物

質
、

粉
じ

ん
等

(
降

下
ば

い
じ

ん
)
、

廃
棄

物
に

含
ま

れ
る

各
種

物
質

、
ま

た
6
-
3
0
頁

の
悪

臭
物

質
が

大
気

中
に

放
出

さ
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

れ
ら

が
拡

散
す

る
状

況
予

測
を

、
で

き
る

だ
け

精
密

か
つ

正
確

に
行

う
た

め
に

は
、

天
候

、
季

節
、

風
向

、
風

速
、

気
流

の
流

れ
な

ど
の

項
目

を
、

計
画

地
で

1
年

以
上

大
気

質
調

査
を

行
い

、
デ

ー
タ

を
取

得
、

分
析

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
考

ま
す

。
※

事
例

　
山

腹
の

事
業

場
か

ら
少

し
離

れ
た

集
落

で
の

悪
臭

苦
情

気
象

（
風

向
・

風
速

）
に

つ
い

て
は

、
直

近
に

気
象

庁
の

観
測

所
(
岐

阜
地

方
気

象
台

六
厩

観
測

所
)
が

あ
る

た
め

、
資

料
調

査
の

み
と

し
て

お
り

ま
す

が
、

ご
指

摘
の

と
お

り
複

雑
な

地
形

で
あ

る
た

め
、

現
地

調
査

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
よ

う
に

い
た

し
ま

す
。

11



【
飛

騨
県

事
務

所
②

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

5
6

6
-
2

調
査

地
域

(
2
)
沿

道
環

境
大

気
の

状
況

大
気

質
・

事
業

活
動

に
伴

う
窒

素
酸

化
物

等
が

合
わ

せ
て

発
生

し
て

い
る

の
で

、
そ

の
影

響
を

予
測

調
査

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
理

由
)

運
搬

・
作

業
車

両
か

ら
排

出
さ

れ
る

排
気

ガ
ス

の
窒

素
酸

化
物

、
硫

黄
酸

化
物

等
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
影

響
を

予
測

調
査

す
る

必
要

が
あ

ろ
と

考
え

ま
す

。

「
沿

道
環

境
大

気
へ

の
影

響
」

に
つ

い
て

は
、

現
況

調
査

、
予

測
・

評
価

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

5
7

6
.
2
水

質
・

底
質

・
地

下
水

調
査

手
法

　
調

査
期

間

水
質

・
河

川
水

質
の

状
況

は
、

平
水

時
に

年
４

回
と

な
っ

て
い

る
が

、
河

川
水

質
の

変
動

を
観

測
す

る
た

め
に

、
観

測
回

数
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

と
考

ま
す

。
理

由
)

荘
川

の
六

厩
は

、
県

内
で

も
有

数
の

豪
雪

地
帯

で
気

温
が

低
下

す
る

地
域

で
あ

る
ほ

か
、

様
々

な
要

因
で

採
水

が
困

難
な

場
合

や
河

川
水

質
の

変
動

が
顕

著
な

場
合

に
、

要
因

や
時

期
を

調
査

す
る

た
め

に
は

、
観

測
回

数
の

増
加

(
例

：
月

１
回

)
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

本
施

設
の

設
計

を
す

る
段

階
に

お
い

て
、

河
川

水
質

の
調

査
（

生
活

環
境

項
目

：
1
回

/
月

、
健

康
項

目
：

1
回

/
季

節
）

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

準
備

書
に

お
い

て
、

本
方

法
書

の
調

査
結

果
に

加
え

、
設

計
時

の
調

査
結

果
を

合
わ

せ
て

示
す

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。

5
8

調
査

手
法

　
調

査
地

点
水

質
・

調
査

地
点

は
放

流
先

河
川

の
5
か

所
と

な
っ

て
い

る
が

、
下

流
域

に
観

測
地

点
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

理
由

)
水

質
検

査
に

つ
い

て
は

、
水

素
イ

オ
ン

濃
度

や
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
な

ど
の

生
活

環
境

項
目

及
び

カ
ド

ミ
ウ

ム
や

鉛
な

ど
の

健
康

項
目

ほ
か

の
調

査
を

行
う

が
、

下
流

域
の

河
川

水
質

の
予

測
評

価
す

る
た

め
に

、
観

測
地

点
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

下
流

域
に

調
査

地
点

を
設

定
す

る
よ

う
に

い
た

し
ま

す
。

5
9

6
-
1
5

6
-
2
0

6
.
4
騒

音
6
.
5
振

動
大

気
質

、
騒

音
・

振
動

・
事

業
実

施
区

域
の

周
辺

に
は

、
集

落
や

別
荘

地
が

あ
り

、
主

要
搬

入
路

も
含

め
静

穏
な

環
境

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

事
業

者
等

に
対

す
る

運
搬

車
両

、
作

業
車

両
や

機
械

設
備

か
ら

の
騒

音
、

振
動

、
悪

臭
、

粉
じ

ん
等

(
降

下
ば

い
じ

ん
)
の

調
査

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
理

由
)

高
速

道
路

の
延

伸
に

伴
う

国
道

1
5
8
号

の
交

通
量

は
、

工
事

の
実

施
や

施
設

の
稼

働
に

伴
い

、
相

当
増

加
す

る
と

考
え

ら
れ

、
主

要
搬

入
道

路
も

含
め

た
地

域
住

民
、

事
業

者
等

に
対

す
る

運
搬

車
両

、
作

業
車

両
や

機
械

設
備

か
ら

の
騒

音
、

振
動

、
悪

臭
、

粉
じ

ん
等

(
降

下
ば

い
じ

ん
)
の

調
査

が
必

要
と

考
え

ま
す

。
ま

た
、

現
地

は
遮

蔽
物

や
暗

騒
音

の
少

な
い

山
間

の
た

め
、

山
体

に
よ

る
音

の
反

射
(
や

ま
び

こ
)
や

機
械

設
備

か
ら

の
低

周
波

振
動

な
ど

地
域

へ
の

影
響

調
査

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

騒
音

・
振

動
に

つ
い

て
は

、
環

境
項

目
「

騒
音

」
・

「
振

動
」

の
工

事
の

実
施

（
建

設
機

械
の

稼
働

、
工

事
用

車
両

の
走

行
）

及
び

人
の

活
動

（
埋

立
機

械
の

稼
働

、
浸

出
液

処
理

施
設

の
稼

働
、

廃
棄

物
運

搬
車

両
の

運
行

）
の

中
で

評
価

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
木

く
ず

の
破

砕
設

備
は

「
建

設
機

械
の

稼
働

」
の

中
で

予
測

・
評

価
い

た
し

ま
す

。
　

粉
じ

ん
等

(
降

下
ば

い
じ

ん
)
に

つ
い

て
は

、
環

境
項

目
「

大
気

質
」

の
中

で
評

価
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

悪
臭

に
つ

い
て

は
、

環
境

項
目

「
悪

臭
」

の
「

人
の

活
動

（
廃

棄
物

の
存

在
・

分
解

）
」

の
中

で
評

価
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。

6
-
7
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【
飛

騨
県

事
務

所
③

】

№
頁

箇
所

項
目

意
見

等
事

業
者

見
解

6
0

6
-
2
4

6
.
6
地

盤
地

盤
・

山
腹

の
谷

間
を

埋
め

立
て

る
計

画
で

あ
り

、
豪

雨
や

積
雪

等
に

よ
る

処
分

場
の

崩
落

や
地

震
に

よ
る

遮
水

シ
ー

ト
等

の
損

傷
が

懸
念

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

豪
雨

や
積

雪
時

、
地

震
時

に
お

い
て

も
安

定
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

調
査

の
う

え
、

予
測

評
価

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

理
由

)
本

調
査

項
目

は
、

地
下

水
及

び
斜

面
の

安
定

に
係

る
項

目
で

す
が

、
令

和
３

年
豪

雨
時

に
熱

海
市

で
盛

土
に

よ
る

土
石

流
が

発
生

し
て

以
降

、
大

規
模

盛
土

に
対

し
て

は
、

地
域

住
民

の
関

心
が

高
い

こ
と

か
ら

、
正

確
な

土
質

定
数

に
よ

る
適

正
な

安
定

計
算

を
提

示
し

、
豪

雨
や

積
雪

時
、

地
震

時
に

お
い

て
も

安
定

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
調

査
の

う
え

、
予

測
評

価
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
ま

た
、

飛
騨

古
川

付
近

か
ら

旧
荘

川
村

へ
か

け
て

の
地

域
に

分
布

す
る

「
国

府
断

層
帯

」
と

呼
ば

れ
る

断
層

群
が

あ
り

、
事

業
実

施
区

域
内

の
近

く
に

あ
る

「
牧

ケ
洞

断
層

」
に

係
る

影
響

調
査

を
行

い
、

安
全

安
心

を
担

保
す

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
ま

す

ご
指

摘
の

点
を

考
慮

す
る

た
め

に
、

予
測

項
目

で
「

埋
立

地
」

「
覆

土
仮

置
場

」
「

土
捨

場
」

を
示

し
、

そ
れ

ら
の

評
価

を
、

地
震

と
豪

雨
、

積
雪

の
観

点
で

行
っ

て
い

き
ま

す
。

そ
の

結
果

を
基

に
、

準
備

書
段

階
で

説
明

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

6
1

6
-
3
0

6
.
7
悪

臭
大

気
質

・
悪

臭
は

発
生

源
に

加
え

、
6
-
2
頁

の
大

気
質

の
影

響
を

う
け

る
こ

と
か

ら
、

大
気

質
の

現
地

調
査

は
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

理
由

)
特

定
悪

臭
物

質
(
ア

ン
モ

ニ
ア

、
硫

化
水

素
、

ア
セ

ト
ア

ル
デ

ヒ
ド

等
(
2
2
項

目
)
)
の

敷
地

境
界

に
お

け
る

調
査

及
び

臭
気

指
数

に
よ

る
調

査
を

行
う

が
、

悪
臭

は
大

気
質

の
影

響
を

受
け

て
漂

う
こ

と
か

ら
、

そ
の

影
響

を
調

査
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

・
事

業
活

動
に

伴
う

硫
化

水
素

等
が

発
生

し
て

い
る

の
で

、
そ

の
影

響
を

予
測

調
査

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
理

由
)

埋
め

立
て

ご
み

か
ら

は
硫

化
水

素
等

が
発

生
す

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

影
響

を
予

測
調

査
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

気
象

調
査

に
つ

い
て

は
、

現
地

調
査

の
追

加
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
埋

立
ご

み
か

ら
の

悪
臭

の
影

響
に

つ
い

て
は

評
価

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

6
2

6
-
3
5

6
-
4
0

6
-
4
3

6
.
1
0
動

物
6
.
1
1
植

物
6
.
1
2
生

態
系

生
態

系
・

事
業

計
画

地
周

辺
地

域
の

調
査

範
囲

が
基

本
と

な
っ

て
い

る
が

、
地

域
の

生
態

系
を

考
慮

し
て

面
積

を
拡

大
し

、
く

ま
な

く
調

査
を

行
い

、
種

の
保

存
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
理

由
)

事
業

計
画

地
周

辺
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

貴
重

な
動

植
物

や
動

植
物

相
の

状
況

は
、

動
植

物
の

移
動

や
繁

殖
等

を
考

慮
し

、
調

査
範

囲
を

拡
大

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
ま

す
。

調
査

範
囲

拡
大

の
方

向
で

検
討

す
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。
た

だ
し

拡
大

範
囲

に
つ

い
て

は
調

査
を

進
め

な
が

ら
必

要
に

応
じ

検
討

い
た

し
ま

す
。
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